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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書

委員会名:
青少年委員会　
委員長名:
桑原　望
事業名:

4月公開例会「尊敬できる大人へ ～大人が変われば子供も変わる～」
文書名:

青少年4月公開例会理協1
文書作成者:
貝間元義
作成日:

平成26年2月13日
室長確認日:
平成26年2月14日


【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
本来、子供たちは日々「親」や「大人」と接する中で愛情を一身に受け成長し、将来に望みをもって心豊かに成長していきます。しかし現在の日本では、子育てに自信がない、子供にどう接していいかわからない親が増え、さらに道徳心の欠如や規範意識の薄い自己中心的な大人が目立つようになりました。このような環境で育つ子供たちが様々な困難に直面する社会問題が起こっています。「大人が変われば子供も変わる」「子供が変われば未来も変わる」と言われるように、まず大人が子供たちに手本となる姿を見せることが、子供たち自身がより良い未来へと進むために必要なことです。

2. 事業目的(対外)
本例会は、参加者が親や地域の大人として、今まで以上に青少年育成の意識を高め、自信を持って子供と向き合える「尊敬できる大人」へと成長することを目的とします。
3. 事業目的(対内）
長岡JCメンバーが本例会を通じて、自信を持って子供と向き合える「尊敬できる大人」へと成長することで、家庭や仕事そして地域社会にさらに貢献できる様になることを目的とします。
4. 事業の対象者

(1) 対外対象者：一般市民　
(2)対内対象者：長岡JCメンバー　


【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:平成26年4月15日(火)
(2)実施時間:18:25～21:00
(3)設営時間:13:00～22:00
2. 実施会場

(1) 会場名: アオーレ長岡市民交流ホールA（セレモニー）

長岡グランドホテル2F(公開例会)、長岡グランドホテル4F山吹の間(託児所)
(2) 会場図: 長岡グランドホテル2F（公開例会）
アオーレ長岡市民交流ホールA（セレモニー）
3. 参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

一般市民100人
合計  100人

(2)対内対象者

長岡JCメンバー 158人　※平成26年1月21日時点
合計 158人

(3)参加推進方法

①  例会、各委員会にてPRします。
②  市政だよりに掲載していただきPRします。
③　報道各社へプレスリリースを配布します。
④　長岡JCホームページに掲載します。
⑤　JCメンバーより声がけをお願いします。
6 SNSを活用し、開催案内を配信します。

7 各所にポスターを配布し告知します。
8 長岡市内の子育てサークルを訪問しPRします
市民参加方法
①　事前に申し込み用紙記入の上、郵送及びFAXにて受付し電話もしくはメールにて受付完了報告します。
②　メールにて受付し電話もしくはメールにて受付完了報告します。
4. 外部協力者(協力種別)
　【講師】　長岡市教育委員会　　羽賀友信　様
　　　　　　子育て支援士　　　　佐竹直子　様
　【託児】　長岡市シルバー人材センター　様より　8名
【後援】　長岡市・長岡市教育委員会　（冊子提供）
5. 引用著作物の有無
　　　無
6. 実施組織
(１)役割分担表

【事前役割】

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	桑原望委員長

	統括責任者補佐
	野村紘二副委員長・齋藤恵副委員長

	チーフ
	貝間元義

	サブチーフ
	井上賢太

	会計
	佐藤辰徳会計幹事

	アンケート作成
	◎横山智樹

	備品準備
	◎佐藤辰徳会計幹事・齋藤恵副委員長・小柳圭介

	案内配信・出席管理
	◎髙見礼央・綱島健太郎・鈴木和義

	JCメンバーPR募集班
	◎渡辺富幸・内藤秀郷・メンバー全員

	子育てｻｰｸﾙPR募集班
	◎鈴木和義・関﨑貴志・メンバー全員

	ポスター・チラシ配布班
	◎小柳圭介・杉本淳

	講師協力依頼
	◎貝間元義・桑原望委員長

	シナリオ作成
	◎齋藤恵副委員長・江口健太郎

	映像作成
	◎中村健介・鈴木和義・横山智樹


※担当リーダー：◎

【当日役割】

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	桑原望委員長

	チーフ
	貝間元義

	サブチーフ
	井上賢太

	講師アテンド
	瀧川寛人室長

	対外対象者案内
	メンバー全員

	受付
	◎野村紘二副委員長・髙見礼央・関﨑貴志・横山智樹

	備品配置
	◎佐藤辰徳会計幹事・綱島健太郎・内藤秀郷

	司会
	◎齋藤恵副委員長

	PC等メディア操作
	◎中村健介・鈴木和義

	音響
	◎小柳圭介

	照明
	◎江口健太郎・

	記録(カメラ・ビデオ)
	◎杉本淳・渡辺富幸

	ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ司会
	◎桑原望委員長


　　　※担当リーダー◎

7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
①  委員会プレゼンテーション
　　・事前に長岡JCメンバーへアンケートを行い、メンバーの抱える問題や疑問を集計
　　し資料として報告します。

　　・事前に長岡市内の子育てサークルや各行政・施設へ訪問し、現状の問題や疑問を取材し映像等を交えながら報告します。
②　セルフエスティーム・ワークショップ
　　　「親」「大人」として自信を高めるために役立つセルフエスティームを高めるワークショップを参加者の緊張を解きほぐすために実施します。
③  講師講演会
桑原望委員長を司会に羽賀友信講師・佐竹直子講師をパネルディスカッション形式で様々な問題に関する解決方法を模索していきます。
④　委員長総括
　⑤　エンディング映像
　⑥　アンケート

(2)当日までのスケジュール

11月中旬～1月中旬　事業計画書作成、関係団体折衝・打ち合わせ
１月下旬～2月上旬　講演会内容の検討　会場確認

2月下旬～　　　　　講師打ち合わせ
3月上旬～　　　　　PR活動開始、出欠確認　映像資料
3月上旬～3月下旬　 講師打ち合わせ　メンバーへ案内配信

シナリオ確認　最終確認及びリハーサル
4月15日　　　　　 例会当日

（3）当日のタイムテーブル

　　13:00～　　青少年委員会メンバー集合

　　13:10～　　会場設営

　　15:30～　　リハーサル

【担当例会】

17:55　　長岡JCメンバー受付

　　18:25　　開会ゴング

　　18:26　　国歌斉唱

　　18:27　　JCソング斉唱

　　18:28　　JCIクリード唱和

　　18:29　　JCI Mission並びにJCI Vision唱和
　　18:30　　JC宣言並びに綱領唱和

　　18:31　　長岡JC宣言唱和

　　18:32　　議事録作成人並びに署名人の指名

　　18:33　　理事長挨拶

　　18:35　　専務理事報告

　　18:50　　セレモニー終了・メンバー移動

【講演会】

18:30　　一般参加者受付開始

　　　　 講師お迎え

19:00　　講演会開始

19:01　　オープニング映像

19:02　　理事長挨拶

19:05　　趣旨説明

19:07　　講師入場

19:08　　講師プロフィール紹介

19:10　　委員会プレゼンテーション
19:20　　セルフエスティームワークショップ
19:35　　パネルディスカッション

20:30　　委員長総括

20:33　　エンディング映像

20:38　　講師退場

20:40　　アンケート記入時間

20:47　　一般参加者退場
20:50　　委員会報告・PR
20:55　　監事講評

21:00　　例会終了

8.　参考例からの引継事項

(1)2010年度長岡の輝き委員会　「取り戻そう！輝く大人の背中」から
  ①託児申込み者の来場が開演時間の直前に集中しないよう、託児をされる方は早めに来場して頂くよう事前連絡をする等の工夫が必要です。
　　【対策】託児所の受付時間を早めに設定し、参加者へ周知すると共に受付がスムーズに行える様に設えます。

　②託児施設を提供する場合は、保育者と連絡を取りながら連携を図ってください。
　　【対策】託児委託業者様と密に連絡をとり、連絡先や緊急対応時のフローチャートを作成します。

(2) 2012年度長岡青少年育成委員会5月担当公開例会　長岡エンジン協賛イベント　　
『Let’s Sports！　ココロ編　～大人が子どもにできること～　』から

　①募集方法に関して、1000名の参加人数の目標を達成させるために、様々な媒体の告知方法や複数の募集方法によって、多くの市民の方に参加していただけたことは良かったが、参加者にはチケットの送付をしなかった為、参加可否の問い合わせが多数あり、特にFAXで申し込まれた方については、返信する術がなかったというケースがありました。混乱を避けるためにFAXでの受付は避け、参加可否の確認が確実に行える方法として、例えば往復はがきのみで受付をする、また市政だよりでの申込は電話受付のみにするなど工夫してください。
　【対策】参加人数を100名としますので、FAXかメールにて受付しますが連絡先を記入していただき電話もしくはメールにて受付完了連絡をさせていただきます。

（3）10月担当例会「生きるちから～未来の宝が輝くために～」から
　①アンケート回収率を上げるためにも、アンケートの十分な記入時間を設けることが必要です。場合によっては記名制を用いて、より明確に集まらなかった理由を検討する必要があります。

　　【対策】例会内容を精査し今後の活動につなげるためにも、アンケート回収率100％を目指します。JCメンバーには名前を記載していただき、アンケート記載時間も十分に取るなどの工夫をいたします。

9.　本年の工夫と期待される効果

①  セルフエスティームをあげていくことで、「尊敬できる大人」となるための自信を身につけることができるようになります。
②  長岡で活躍される講師とパネルディスカッションを行うことで、地域性や風土を踏まえ、参加者が共感できる問題解決への道筋を見つけて進むことができるようになります。
③　同じ建物内に託児場所を用意することで、お子様同伴の参加者が安心して参加できるようにしています。
④　子育て中ではないメンバーに対しても、地域の子供とどのように接していくかという意識の向上につながります。

⑤　参加者のアンケートと引き換えに長岡市が発行している子育てガイドブック「おやこスマイルガイド」をお渡しすることで、アンケートの回収率を高めます。
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容：7 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業

理由：大人が子供の手本となるための方策について考える、児童又は青少年の健全な育成を目的としているため

 (2)上記の目的を実現するために事業実施において注力する点

・講演内容と目的が合致するように事前に講師との打ち合わせを綿密に行います。

(3)判断理由

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由

・児童又は青少年の健全な育成は、個人だけでなく広く地域社会にとっても重要です。

②  事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由

　・長岡市内に住む不特定多数の市民が講演会に参加できるよう設営します
11.　依頼事項

(1)対内対象者向け

①  ご家族やご友人にお誘いをお願いします。
　②　セレモニーと例会が別会場となりますので、速やかなご移動をお願いします。
12.　審議のポイント

13.　予算総額

(1)  金360,000円
(2)(事業計画)収支予算書




【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料

①  案内文
②  ポスター
③  チラシ
④  プレスリリース
⑤  収支予算書
⑥　事前アンケート
⑦　事後アンケート(対外)・事後アンケート(対内)

⑧　横断幕デザイン
(2)参考資料
①  長岡市内の子育てサークル一覧
②　長岡市内の子育て支援団体一覧
②　備品表
　③　会場図(セレモニー・例会)
　④　ポスター・チラシ配布リスト
　⑤　尊敬できる大人のイメージ図
　⑥　セルフエスティーム説明資料
　⑦　講師プロフィール
　⑧　講師選定理由
　⑨　後援申請書
⑩　後援承諾書


上程スケジュール

第2回次年度青少年委員会
平成25年11月11日
第4回次年度青少年委員会　　　　平成25年12月9日
第5回青少年委員会
　　　　平成26年1月6日

第12回スタッフ会議　　　 　　　平成26年1月14日

第 6回青少年委員会
　 　　 平成26年1月20日

第13回スタッフ会議　　　 　　　平成26年1月28日

第 7回青少年委員会
　 　　 平成26年2月3日

第14回スタッフ会議　　　 　　　平成26年2月12日


今後の上程スケジュール

第4回理事会　　　 　　　平成26年2月19日



事業実施後の上程スケジュール

第11回委員会


平成26年4月21日

第20回スタッフ会議
　　　　平成26年5月21日



【前回までの流れ(意見と対応)】
(1)第1回スタッフ会議
平成26年1月14日

（背景・目的について）
Ｑ：目的の対象者はどのような層を想定していますか。

Ａ：幼い子供を持つ親を想定していますが、子供を持たない大人であっても確実になにかを持ち帰っていただける例会にします。
Ｑ：自信を持っている状態とはなんですか

Ａ：必ずしも子育てに対する知識を持っているという状態ではなく、自分を大切にし、相手を受け入れる度量を持っている状態です。

Ｑ：地域の大人というのはどういう意味ですか
Ａ：地域に住む子供と接する上では、親ではない大人も同様と捉えています。

Ｏ：自分に自信が持てない大人が増えている理由として栄養不足という観点を入れてほし

　　い

（参加推進方法について）
Ｑ：平日の夜なので集客に不安がありますが、どのような考えをお持ちですか。
Ａ：まず、一方的な例会ではなく、子育てサークルの方などと一緒に作り上げていく雰囲気をつくり、さらに託児所を用意することでなるべく来やすい環境にします。
Ｏ：チラシから講師の魅力が伝わらないのでアピールの方法を考え直してほしい。

Ａ：修正いたしました。

Ｏ：プレスリリースについて見直しを行ってほしい。
Ａ：修正いたしました。
（実施内容について）
Ｑ：目的は自信を持たせるということですが、道徳や行動規範についてはどのように実施内容に反映させていきますか。

Ａ：ワークショップは参加者の緊張を解きほぐすために行い、メインとなるパネルディスカッションでそれを学んで行けるようにします。

Ｑ：質疑応答がありませんがどうしてですか。

Ａ：こういった場ではなかなか質問がしづらいなどもあり、それであれば質疑に時間をとるよりは講師のお話を聞ける時間を延ばした方がよいと考えました。

　　事前に子育てサークルの取材の際に子育ての悩みなどを受け付け、委員会でまとめて講演中に質問するという形で要望に応える形にします。

Ｑ：例会後のアンケートで来場者の悩みが出る場合もあるだろうから、それに対する返答を行う予定はありますか。
Ａ：事後アンケートにある参加者の質問に対して講師の考えをお聞きし、後日ブログにて公開したいと思います。また、両講師に直接相談をしたい方がいることを想定して、例会中に両講師と会える方法をお伝えします。
Ｏ：セルフエスティームは名詞なので「セルフエスティームを高める」との表記に変えたほうがよい。

Ａ：修正しました。
（予算について）
Ｏ：映像の費用が大きいので見直して、チラシに予算をまわしたほうがよいのではないか。

Ａ：委員会で議論し、映像は例会の目的を達成するために必要であり、チラシ予算は費用対効果を考えた結果、変更なしとしました。

Ｏ：直前委員会からDVDの引継を行ってください。
Ａ：予算からDVD作成費を削除しました。
(2)第2回スタッフ会議
平成26年1月28日

（背景・目的について）

Ｑ：対内目的で、地域に貢献できるようになるとありますが、どのような貢献ができると考えていますか。

Ａ：尊敬できる大人に成長することで、周りの人間によい影響を与えることが最大の貢献だと考えます。
Ｑ：対外目的において「成長の場を設けることを目的とする」とありますが、場を設けるでは例会の目的としては適切ではないのではないですか。
Ａ：表現がわかりにくいと考え「成長することを目的とします」という表現に修正しました。
Ｑ：尊敬できる大人となるためのポイントはなんだと考えていますか。

Ａ：道徳心や行動規範といったものを身につける上で、その土台である自信を持つことが必要だと考えます。
Ｏ：大人が考える尊敬できる大人ではなく、子供から尊敬され続ける大人であることを自覚するのが重要であるし、自然とそう振る舞えるのが理想であると考えます。その意識を変える事ができるのがJCであると思います。
（実施内容について）
Ｑ：前回の予算面で映像について指摘された後、委員会で必要だという結論になったのだと思いますが、それについての想いを聞かせてください。
Ａ：メンバーや参加者に、より例会の目的を伝えるためには映像が必須であるからです。
Ｏ：セレモニー内でJCI Mission、JCI Visionを追記してください。

Ａ：修正しました。

Ｏ：実施日時とタイムスケジュールで時間があっていないので修正してください。
Ａ：修正しました。

Ｏ：審議対象資料に後援申請書等を追加してください。

Ａ：追加しました。

Ｑ：会場のキャパシティについては、問題ありませんか。
Ａ：問題ありません。

Ｑ：机の設置の予定はありますか。 

Ａ：机は設置しません。
（アンケートについて）

Ｏ：アンケートの結果をブログに載せる旨をアンケートに明記してください。

Ａ：修正しました。

Ｑ：アンケートでパネルディスカッションの「おもしろかった」項目は必要ないのではないですか。

Ａ：興味をもってもらうという意味でおもしろいという表現を使っています。

Ｑ：アンケートの回収率が低い理由のひとつに記入が難しいというのがあります。机は設置されないようですが、その点の問題はありませんか。

Ａ：備品で下敷きを用意いたします。

Ｏ：事後アンケートは対外と対内でわけて、アンケートに年齢層(年代)の追記してください。
Ａ：修正しました。

（PRについて）

Ｏ：プレスリリースは一枚である必要はなく、講師がどういう方でどういう話をするのかを添付資料で追加してください。

Ａ：プレスリリースを修正しました。チラシと一緒に流します。

Ｑ：内容が伝わるように改善したといいますが、講師プロフィールは200字程度としか記載されていませんので、確実に記載してください。

Ａ：修正しました。
Ｑ：本当にダメな親に聞いてほしいが、その点についてどのような考えをお持ちですか。

Ａ：ダメな親ということではありませんが、障害を持った子供を持つ親のサークルなど、子育てで悩んでいる親に対して、積極的にPRいたします。
Ｏ：ポスターを見るとパンチがない。例えばDVを行うような親が来るような目につくポスターにしたほうがいい。

Ａ：チラシ・ポスターを一部修正致しました。その上で、そのような課題を持つ親が通う施設の職員を通して、そういった親にも配布していただけるよう、チラシ・ポスターを設置いたします。

Ｏ：ポスターのイメージが明るい親子で、問題意識が感じられない。
Ａ：課題を抱えている親であっても例会後は笑顔で出てほしい、という想いから明るいイメージにしています。
Ｑ：それぞれのパネリストについて、講師を２人にした理由など、そこからなにに結び付けたいのかイメージがあればお聞かせください。

Ａ：対外対象者は親であり大人であり、男性も女性もおり、様々な立場の方がいます。幅広い年代の視点で意見をいただけることがひとつ、そして世界で活躍していてかつ長岡に密接にかかわりがあることです。また羽賀先生は引きこもりなどの更生に活躍しておられること、佐竹先生は子育てネットワークをつくっておられ生の経験を語っていただきます。
Ｏ：羽賀マニア・佐竹マニアではなく、そうでない人が話を聞きにきたくなるよう留意してPRを行ってほしい。

Ａ：了解しました。PRの際には留意します。
Ｑ：現在のプレスリリースやポスターの文面では興味を持たせることが難しいのではないか。
Ａ：チラシ・ポスター並びにプレスリリースを修正しました。

（予算について）

Ｑ：映像にかなりの予算を費やしていますが、内容について説明してほしい。

Ａ：まずオープニングに関しては通常の例会と同様に、これから行う内容への意識を高める内容にします。エンディングに関しては例会のエッセンスの部分を抽出してまとめとします。中盤の映像にはアンケート結果や統計データと共に事前インタビューを使用しますが、音声だけではわかりづらいので、より伝えられるようテロップ等を入れていく予定です。

Ｑ：予算書のメディア代の部分ですが、消費税の計算が合わないのでは。

Ａ：4月から消費税が8%になりますので予算書の通りで間違いありません。

Ｑ：横断幕の見積もりに寸法が記載されていません。

Ａ：寸法は3000×900です。

(3)第3回スタッフ会議
平成26年2月12日

(ポスター・チラシについて)
Ｑ：チラシとポスターは同じところに配布するのか。
Ａ：基本的に同じところに配布しますが、チラシについては印刷を増やすことで配布場所の増加にも対応可能ですので、必要に応じて配布します。

Ｏ：チラシにFAX番号とQRコードがないので追加してください。

Ａ：修正いたしました。
Ｏ：１００名の定員を設けていますが、例年問題になっているのは代表者が連れてくる同行者の中に自分で参加申込をして重複になり、結果的に定員と噛み合わなくなるケースがあります。この対応として同行者の名前を記入する項目を追加し、重複を避けてください。
Ａ：そのように対応いたします。

Ｑ：ポスターの写真に文字が入っているが、これは消えるのか。

Ａ：正式に発注した段階で消えます。

Ｏ：プレスリリースにおいて文言がおかしいところがあるので修正をお願いします。

Ａ：修正いたしました。
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